
海岸バリアフリー点検の概要

 実施海岸 いすみ市太東海岸
 点検者 一般社団法人障害者サーフィン協会
 実施日 令和３年１月３１日（日） 午前９時30分～
 天候 晴天
 点検方法 一般社団法人障害者サーフィン協会により各点検箇所について、直接点検を実施した

共生社会実現に向けて、障がい者・高齢者・子供等を含む全ての人が安全・安心して海岸・ビーチを
利用できるよう、バリアフリー環境を整備していくことは喫緊の課題である。いすみ市はこれまでも、ユニ
バーサルビーチの取り組みをを進めてきており、ビーチにおいては、まずは段差の解消等のバリアフリー化を
推進していく必要がある。なお、ビーチのバリアフリー化・ユニバーサル化は、共生社会ホストタウンを目指
すいすみ市として、東京2020オリンピック・パラリンピック大会のレガシーの一つともなり、いすみ市発のユ
ニバーサル・ツーリズムのコンテンツとなるという観点からも重要である。

今回、「いつでも誰もが自由に利用しやすい」という視点と共に、特に全日本障害者サーフィン選手権
が開催されている太東海岸における現状を障がいのある方（パラサーファー）の視点において点検し、
全ての人々が利用しやすいバリアフリービーチの形成に向けた調査を行なった。具体的には、現段階にお
けるバリアフリー化の状況把握及び評価を行うとともに、点検箇所等における備えるべき施設や改善す
べき項目の意見収集、人的介助等のソフト面を含めた今後のバリアフリービーチに向けた、バリアフリー拡
充の提言(下の図step1部分）を行った。本点検をもとに、ビーチのバリアフリー化を進めた上で、ユニ
バーサルデザイン拡充(step2)と共生社会実現(step3)を推進していきたい。

【点検箇所】

＜抜粋＞
高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準とは…
 すべての建築物が利用者にとって使いやすいものとして整備されることを目的に、設計者をはじめ、建築主、審
査者、施設管理者、利用者に対して、適切な設計情報を提供するバリアフリー設計のガイドラインとして定め
たもの。

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律においては、不特定多数の者が利用し、又は主
として高齢者、障害者等が利用する建築物で一定の規模以上のものに対して建築物移動等円滑化基準へ
の適合を義務付ける

 多数の者が利用する建築物に対しては同基準への適合に努めなければならないこととしている。

 また、高齢者、障害者等がより円滑に建築物を利用できるようにするため、誘導すべき基準として、建築物移
動等円滑化誘導基準を定めている。

【点検における視点】
点検においては、「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（平成28年度） 国
土交通省」を参考とし点検を行った。

１．駐車場（太東海水浴場駐車場（駐車区画スペース））
２．トイレ（多目的トイレ、一般用トイレ（男女））
３．シャワー
４．海岸階段（歩行通路から砂浜の間に施行された階段）
５．歩行通路
６．自動販売機（施設内に設置されている自動販売機）

【目的・内容】

step 3  共生社会へstep 2  ユニバーサルデザイン拡充step 1  バリアフリー拡充
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【点検状況】

 駐車場の現状路面ブロックについては、車イスの走行に大きな影響のない段差。
 車イス利用者用の駐車スペースなし。
 駐車場から直接トイレに進入ができない。（花壇、モニュメントにより遮断されている）
 駐車スペースからトイレまでの間に車両走行通路があり危険である。
 駐車スペースの広さが基準の広さなのかが不明。（狭い気がする）
 駐車場の枠線が薄くなっており見えづらく、弱視の方等が利用しづらい。

①駐車場（太東海水浴場駐車場（駐車区画スペース））

【点検状況】

（多目的トイレ）
 扉の手すりの高さ、取っ手の握る幅は利用に支障なし。
 扉入り口のスロープが扉付近で急に勾配がきつくなっている。
 腰掛便座の高さは支障なし
 便座脇の手すりの位置、高さは問題なし
 オストメイト用設備あり
 開き戸の開閉はスムーズで片手での利用でも問題なし
 呼び出しボタンあり。（但し、配置場所に配慮が必要）
 鍵の位置は基本的に問題なし。（但し、利用者によっては低い可能性もあり）

（男子用トイレ）
 入り口段差はおそらく支障なし。（無い方が好ましい）
 小便器スペースの段差が大きすぎる。
 全体的に手すりなし。

（女子用トイレ）
 全体的に手すりなし。
 少し薄暗い。

②トイレ（多目的トイレ、一般用トイレ（男女））
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【点検状況】

 車イス使用時によるボタンの高さは問題ないが実際の使用時は車イスから降りて地面に座ってシャ
ワーを浴びるため、現状では届かない。

 排水施設がなく車イス走行時に車輪が滑る。

③シャワー

【点検状況】

 現状ではスロープ等の施設なし。
 今年度設置を行うとの話であり、設計時に団体等の要望を聞いてくれて感謝している。

④海岸階段（歩行通路から砂浜の間に施行された階段）
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【点検状況】

 排水溝蓋の継ぎ目穴が大きく車イスの車輪がはまってしまう。
 グレーチングにも車イス車輪がはまってしまう。
 視覚に障がいのある方用の誘導ができていない。
 石のベンチ配置が悪く、白杖使用者がぶつかる危険性がある。
 ボードを持って海岸に向かう際に、イルカのモニュメントに当たってしまう。

⑤歩行通路

【点検状況】

 硬貨投入口高さは支障なし。
 指に障がいのある方のための配慮が必要。（硬貨投入補助具の設置）
 上段のボタンに届かない。
 電子マネーの配置が少し高く利用が困難。
 視覚に障がいのある方への配慮（点字等）がない。

⑥自動販売機（施設内に設置されている自動販売機）
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